
６ 資質・能力を高めるための学びの場  

キャリアデザインを実現するためには、目指す教職員像及び必要な資質・能力と現状とのギャップを埋めていくことが必要です。そのための

手段として、下の３つの学びの場があります。自ら学び続ける姿勢をもち、これらの学びの場を生かすことが、キャリアデザインの実現につな

がります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【３つの学びの場】 

学校外での学び 

（Ｏｆｆ－ＪＴ） 

自己啓発 

（ＳＤ） 

学校内での学び 

（ＯＪＴ） 
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(1) 自己啓発（ＳＤ） 

 自己啓発（Self Development）では、勤務時間以外に自分で時間を見つけて自主的に学ぶことになります。自分の意志で学ぶため、その効果

や満足度は高いと言われています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

(2) 学校内での学び（ＯＪＴ） 

日常の職務を通した学校内での学び（On the Job Training）は、個人の課題に応じていつでも、どこでも実践的な学びができるという良さ

があります。まず、情報交換から始めるなどして、自分自身の資質向上を図っていくことが大切です。  

  

 

 

 

   

 

 

 

 

 

・同僚等との情報交換    ・管理職、同僚等への相談    

・授業参観、研究授業    ・同僚等とのティームティーチング  

・同僚等との授業づくり   ・生徒指導の場面における同席   

・校内研修への積極的な参加 ・朝の会や給食の時間などの参観  

・他の校務分掌の手伝い   ・自分が作成した資料等の配付など  

自分からできる学校内での学びの例 

・読書、文献調査       ・教育論文の作成、応募 

・通信教育          ・ｅラーニング 

・自費による研修の受講    ・研究会、サークル等への参加  

・各種検定          ・ボランティア活動等の参加など  

自己啓発の例 

県教育研修センターでは、「イ

ンターネットでｅ－研修」と

いうｅラーニングを行ってい

ます。同センターに申し込め

ば、視聴できます。 

 53        　　　　　



(3) 学校外での学び（Ｏｆｆ－ＪＴ） 

学校外での研修は、様々な機関等で行われるとともに、初任者研修や中堅教諭等資質向上研修などの法定研修や自分のニーズに合わせ受講す

る研修、悉皆研修、派遣研修など様々です。いずれの研修も、自分の資質・能力の向上を意識しながら、主体的に研修を受けることが大切です。  

 

① 県教育委員会の研修 

   下は本県の研修の全体像を示したものです。この全体像に基づき、本庁各課室・教育事務所・教育研修センター・スポーツ指導センター･

大学等の機関が連携して、研修を実施しています。 

 

平成２６年３月・宮崎県教育委員会・「『自ら学ぶ』『学校で学ぶ』『校外・地域で学ぶ』新しい研修へ」リーフレット 
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市町村教育委員会や教育研究会等の研修  

県教育委員会以外でも、市町村教育委員会や教育研究会等が主催して、それぞれの実態や課題等に応じた研修を工夫しながら行っています。  

学校支援研修がオススメです。 

学校支援研修は、校内研修の充実やＯＪＴの推進

を通して、学校力や個々の資質向上を支援します。

特に、指導主事が学校へ出向き研修を 

行う「研修サポート」は、多くの学校 

が活用しています。 

申込みの方法も簡略化しています。 

詳細は、教育研修センターＨＰの右記 

バナーを参照ください。 

自主研修がオススメです。 

同じ教育的課題を有する先生方が集まり、自分たちの力量

を高めるために自主的に行う研修が、自主研修です。県教育

研修センターでは、学校や各地域、職種ごとに自主的に行わ

れる資質向上への取組を支援しています。申込みのあった自

主研究サークルを指定し、指導主事の派遣や施設開放を行っ

たり、研修の機会の少ない臨時的任用講師の方々へ、学びの

場を提供したりしています。 

教職研修がオススメです。 

経験年数や職務に応じた研修が、教職研修です。この研

修は、教職員の資質及び学校の組織力を高めることを目的

にしています。いずれも、法及び施策に基づいた研修であ

るために、県及び市町村教育委員会から指名及び推薦され

た方が受講することになります。中でも、リーダー養成研

修は、スクールリーダー養成のために、社会体験研修を含

む、６週間に渡る研修となっています。 

課題別研修がオススメです。 

課題別研修は、自分の課題に応じて受講でき、全国の著名

な講師を招聘したり、より具体的で実践的な内容に工夫した

りしています。 

教育課題研修Ⅰは、教育研修センターで行われる希望によ

る研修で、「教科指導研修」「課題対応研修」「特別支援教育研

修」「情報教育研修」等があります。 

教育課題研修Ⅱは、県の教育施策に基づく研修（指定･希望）

で、喫緊の教育課題に対応した内容になっています。 

校内研修をさらに充実させたい時は？ 課題解決のヒントや実践力を高めたい時は？ 

経験年数や職務に応じ専門性や指導力を高めたい時は？ 自主的に、自分たちの力量を高めたい時は？ 
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② 派遣研修 

  宮崎県教育委員会では、教職員の資質や能力の向上のために、下のような長期の派遣研修を行っています。なお、派遣者については、県教育

委員会が選考し決定します。 

 派遣先 目的 対象 内容 

大
学
等
へ
派
遣 

宮崎大学 

教員の資質向上と教育実践の深

化、充実を図り、本県教育水準の

向上を図る。 

原則として４０歳以下で勤

務校２校以上の経験がある者。 

研修期間は１年間である。

教科等教育に関する専門的・技術的事項の研

修を行う。  

宮崎大学 

大学院 

初等中等教育の実践に関わる諸

学科の総合的専門的研究を通し

て、初等中等教育に携わる教員の

高度な資質や力量の涵養を図る。  

原則として６年以上の教職

経験がある者。 

研修期間は１年間である。修了要件として、

総計４８単位の修得が必要であり、修了者に

は、専門職学位「教職修士（専門職）」が授与

される。 

研
修
機
関
等
へ
派
遣 

独立行政法人 

教職員支援機構 

（つくば市） 

各地の中核として教育に取り組

む管理職、教諭等の育成を図る。 

原則として４０歳以上かつ

教職経験１０年以上の教職経

験がある者及び校長、副校長、

教頭で、２年以上の管理職経験

がある者。 

研修期間は約３週間（校長研修は１週間）

である。学校の適切な管理運営、特色ある教

育活動の推進のための研修を行う。 

国立特別支援 

教育総合研究所 

（横須賀市） 

特別支援教育に係る専門的知識

及び技術を深め、指導者としての

資質を高めるとともに、地域支援

の一層の充実を目指した専門性の

向上を図る。 

特別支援学校の教職員で３

年以上の教職経験がある者。 

研修期間は２か月である。一期～三期に分

かれて３つの特別支援教育専門研修のコース

がある。各コースではコース共通事項、及び

各障がい教育専修プログラムを実施する。 

県教育 

研修センター 

研究員 

将来、本県の教育行政及び学校

経営等において、指導的立場とし

て活躍できる人材の育成を図る。  

教職経験が概ね１０年以上

の者（ただし、中堅教諭等資質

向上研修対象者は除く）。 

研修期間は１年間である。主な研修内容は

主題研究（個人研究）、選択研修、所員講話、

全体研究（研究員全体で行う）、教育行政研修

がある。 
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宮崎大学の派遣研修を経験して 

私は、教職１２年目（３０代）に生徒指

導の分野で主に「中学生の学校以外での生

活が自尊感情・ストレス・抑うつ・社会的

スキルに与える影響」の研究をしました。 

研修期間を通して、自分を振り返る有意

義な期間となりました。先生や大学院生と

の会話の中で、臨床心理について知ること

ができ、言葉のもつ力や社会人として柔軟

なものの考え方をすること、ほめられるこ

との喜びについて学ぶことができました。 

また、カウンセラーの仕事ぶりや大変さ

も近くで感じることができました。さらに、

論文や書籍に触れることができたこと、社

会的スキル訓練や特別支援教育、ペアレン

トトレーニングなど発達心理学や行動理論

について学ぶことができたことが自分にプ

ラスになりました。 

この研修で学んだこと、経験したことを

生かし、教員として学び続ける姿勢をもち

続け、日々の教育活動の中で、認知行動理

論に基づいた生徒指導の充実を図っていま

す。      （中学校 ３０代 男性） 

教員研修センターの派遣研修を経験して 

 私は、教職１５年目（４０代）に教職員

（中堅教員）等中央研修の派遣研修を経験

しました。大きな財産となったのは全都道

府県から派遣された教職員等と研修を通し

て、多くの特色ある実践や諸問題を解決す

るための手立てや創意工夫に触れることが

できた点です。また、専門性や技術を体得

して教育にあたることの大切さ、教育活動

を行う目的は何なのかを設定し、その達成

に向けた目標や学習・活動内容やその方法

を検討し、実践、工夫改善することの大切

さを学びました。さらに、学校と保護者、

地域住民や関係諸機関との信頼関係を築く

ことの大切さ、私たち教師自身が日頃から

アンテナを高くするというような意識のも

ち方についても学べたと感じています。 

今後、本県でも若手教師の育成が課題と

なってきます。様々な教育的課題に対応で

きる教職員を育てるために、私自身も、そ

の一端を担えるよう、研修の機会をいただ

いたことに感謝し、精進したいと思います。         

      （小学校 ４０代 女性） 

特別支援教育総合研究所の派遣研修を経験して  

私は、特別支援学校に勤務して７年目（３０

代）に、特別支援教育総合研究所の２か月の研

修に参加しました。日中は講義を受講し、夜は、

全国から集まった先生方と語らい、様々な実践

や情報を得ることができました。職場を離れて

の贅沢な学びの場にじっくりと腰を据え、学び

直し、実践を振り返り、自分自身と向き合うこ

とができました。 

日々の講義は本当に貴重なものばかりでし

た。特別支援教育総合研究所の先生方をはじめ

とする著名な先生方のお話は、最先端の情報は

もちろんのこと、特別支援教育の枠を超え、広

く教育を取り巻く現状や課題についても取り上

げられ、今後職務を行う上で大変意義深いもの

になりました。また、共通する課題を抱えた全

国から集まった先生方とチームを組み、キャリ

ア教育、児童生徒の進路支援、作業学習におけ

る目標設定や評価の在り方等について協議を行

いました。様々な地域の取組やそれらを基にし

た新しいアイデアの構築、教育課程編成等、教

育課題研究は大変参考になりました。 

      （特別支援学校 ４０代 男性） 
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